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… 
このプレゼンテーションの過程で、当社は、既存または新規の製品およびサービス
の将来のイベントに関する声明および/または計画されたまたは将来の開発努力に関
する声明を発表する場合があります。 そのような記述は、現在当社が知っている要
因に基づく当社の現在の期待、推定、および仮定を反映しており、実際の出来事ま
たは結果は大きく異なる可能性があることを警告したいと思います。 また、これら
の声明は、製品、サービス、または機能の将来の提供を約束または保証することを
意図したものではなく、変更される可能性のある現在の計画を反映しているにすぎ
ません。 これらの記述への依存に基づいて購入の決定を下すべきではありません。
このプレゼンテーションで行われた発言は、ライブプレゼンテーションの日時の時
点で行われています。 当社は、このプレゼンテーションの日付以降に発生したイベ
ントまたは状況を反映するために行うステートメントを更新する義務を負わないも
のとします。
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データ変換での時間と情報の損失

オーバーシェアとデータノイズ

検索時の時間的、計算コスト的手間

粒度のあるデータの変化の永続性

一貫性のない多大なノイズデータ
による分析準備時間の増大
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現在何を得ようとしているのか？



現在のデータと将来
「データの壁」から「データの窓」への移行

透過的で標準化されたデータ
特定のアプリケーションから独立して利用可、

標準のデータ型で表現され、標準のAPIを介してアクセス可

不透明で一貫性のないデータ
特定のアプリケーションにネイティブで、他のアプリケーショ
ンからはアクセス不可、または専用のAPIからのみアクセス可



データの透明性と標準化
HTML の類推: 標準要素と構造



データ スキーマ
アプリデータ共有
ルール

データ モデル
データの標準的な整理方法

データの透明性と標準化
Forge Dataで開発しているもの



データ スキーマ
データ タイプの一貫性と再利用性の確保



データ モデル
データは様々な方法で整理が可能

グラフ
CADベースの情報に最適

階層
ファイルやフォルダのメタデータに最適

ライブラリ
大量の静的データに最適



ファイルからデータへのハイブリッドなアプローチ
データはまだファイルに含まれるが透明性のあるデータベースに格納されるデータが増加

標準化された透明性の高い
データモデル/データベース ファイルと不透明なデータモデル
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Fusion on Forge Data なのか?

Forge Data と提携した完全な製品開発プラット
フォーム定義により、防御的、攻撃的、柔軟性の
あるデータ戦略の得ることが可能に



On Forge Data
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ファイアウォール

エンジニアリング
マネージャ

メカニカル
エンジニア

電気
エンジニア

アナリスト

資材調達
マネージャー

お客様

取引先

設計協力会社

チーム コラボレーション



チーム データ管理

利点
§ 社内外の利害関係者をプロジェクトに
参加させる

§ モデルとデータを安全に共有
§ グローバルにチームをつなぐ
§ 設計決定がいつ、どこで行われたかの
監査可能な追跡

保護、管理、共有

互換性
§ バージョン管理
§ クラウドストレージ
§ コメント＆線引き
§ ファイル管理/エクスポート
§ ユーザ管理
§ 検索
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断片化

専有

シリアル
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お客様のワークフローへの影響
シリアル、断片化、と 専有

Fixture Design

Job Sheet

Redo CAM 
setup on every 
design change

Redo SIM setup 
on every 
design  change
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エクスペリエンスデータ

© 2020 Autodesk, Inc.

テクノロジー
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コンカレント

自動化統合

生産データフレームワーク

§ ‘Data at the Center’（データを中央に）

§ 協調性の高い製品データの編集をサポート

§ 自動化ワークフローをサポート

§ カスタマイズをサポート

§ 洞察力と意思決定を可能にする

D&Mチームが良い製品を素早く設計、良い製品の製作が可能に



© 2018 Autodesk; BSM D&M | Topic© 2020 Autodesk, Inc.

使用例｜拡張性可能なプロパティ

§ 利用可能なプロパティは限定される
すべてオートデスクが管理

§ データAPI経由では利用は不可
（自動化の機会はない）

§ すべてのプロパティ編集はモデルを
ダーティにしバージョンを変更

§ 同時編集は互いに排他的
§ 矛盾する可能性（例：重複した部品番
号が別のファイル内に存在）

§ プロパティは任意の UI で表示可能
§ 拡張性があり、様々なタイプのカスタ
ムプロパティの定義が可能

§ 異なる役割とツールによるハイパーコ
ラボレーション

§ モデルのコンテキスト外で編集は同時
§ 異なるプロパティ編集は競合しない
§ 高頻度編集モデル
§ 一貫性（中央のForge Dataで管理さ
れているユニークな部品番号など

Forge Dataを利用しないFusion Forge Dataを利用したFusion
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使用例 ¦ 部品表

§ CAD-部品表の関係はFusionファイル
にカプセル化されている

§ 製品と部品表の関係は管理されていな
い、または外部で管理されていない

§ 部品表データを中心としたコラボレー
ションでは、エクスポートとインポー
トの操作が必要となり、単一の真実の
ソースを特定が出来ない

§ すべての部品表リレーションシップは
Forge Dataで管理され、単一の真実
のソースを提供

§ ビジネスルールでは、あるタイプの部
品表リレーションシップの変更を別の
タイプの部品表に伝播させる方法や、
データが古くなったとフラグを立てる
方法を特定することが可能

§ デザイン部門以外のメンバも上流およ
び下流のビジネスワークフローで製品
構造に貢献することが可能

Forge Dataを利用しないFusion Forge Dataを利用したFusion
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Fusion コンポーネント ナビゲーター

§ 新しいWebベースのコンポーネント
ナビゲーター

§ Fusion 360エクスペリエンスの外部
に設計構造全体（外部参照とローカ
ルコンポーネント）を公開

§ クラシックファイル内にカプセル化
したプロパティを選択的に公開

§ パートナーアプリケーションがREST
APIを介してアクセスできる構造

§ 意味通知と双方向ライトバックの
対話的なイベント

（進行中の作業）
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Fusion 360、Team、Lifecycle の統合

§ プロセスワークフローによる
データ管理の進歩

§ コンポーネントと図面の自動番
号付け

§ エンジニアリングリリース
プロセス

§ クイックリリース

§ ECO承認ワークフロー

§ 自動改訂とライフサイクル状態

進行中の作業



オートデスクの次世代データ
API とコンポーネントの公開



次世代データAPI / SDKの指針

1. データモデルの透明性を高める

2. 明確なテクノロジーインターフェイスの設計で顧客データ/ワークフローの寿命を維持

3. これらサービスが大規模で確実に実行されるようにする

4. 業界をリードするデータガバナンスとセキュリティを提供する

5. 強力でありながら使いやすいAPI / SDKを提供することで、拡張性を促進する



内部採用の拡大 APIとSDKを外部化ターゲットを絞った
内部採用を推進



結論とご質問

1. Forge Help: https://forge.autodesk.com/en/support/get-help

2. Forge Answer Bar
a) AU サイトからAnswer Barを検索して、Forge を検索
b) 今年のバーチャル AU イベントでは 24 時間体制で時間帯を設定
c) 言語や専門家が「ライブ」で可能な範囲でお答えします

3. https://forge.autodesk.com/ で Forge Developer アカウントにサインアップ

https://forge.autodesk.com/en/support/get-help
https://forge.autodesk.com/
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